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一
般
会
計
に
今
回
、
一
億
二
千
百
四
人
件
費
(
一
千
八
十
五
万
五
千
円
)
な

十
五
万
八
千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
ど
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
同
会
計
予
算
総
額
は
同
人
件
費
を
除
い
て
、
今
回
補
正
さ

二
十
九
億
六
千
三
百
三
十
九
万
三
千
円
れ
た
予
算
の
お
も
な
使
い
み
ち
は
、
次

と

な

り

ま

し

た

。

の

通

り

。

今
回
の
補
正
は
、
台
風
日
号
と
却
号
総
務
費
小
浦
集
会
所
建
設
費
(
地

に
よ
り
災
害
を
受
け
た
も
の
の
う
ち
国
、
区
住
民
の
増
加
に
と
も
な
い
一
む
ね
増

県
の
補
助
が
決
定
し
た
分
の
災
害
復
旧
設
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建

費
の
ほ
か
、
国
の
補
助
事
業
や
県
が
行
て
、
建
築
面
積
約
六
一
平
方
灯
、
の
ベ

う
事
業
の
負
担
金
、
人
事
院
勧
告
に
基
面
積
約
一
一
七
平
方
引
)
。
特
例
条
例
に

づ
く
町
職
員
の
給
与
改
定
に
と
も
な
う
基
づ
く
町
職
員
退
職
手
当
の
不
足
分
七

…
…
…
…
…
喪
主
…
…
持
続
欝
…
…
;
…
…
…
…
…
昨
…
弓
…
…
一
夜
…
…

2
3一一
一
四
日
の
本
会
議
で
桜
田
和
夫
氏
が
議
長

…
…
…
…
…
若
明
日
;
一
審
一
一
望
し
一
日
一
国
富
h

一
髄
一
三
日
韓
三
一
一
日
…
一
一
の
職
を
、
大
成
淳
氏
が
副
議
長
の
職
を

そ
れ
ぞ
れ
辞
任
し
た
い
旨
を
届
け
出
た

「

新

し

い

議

会

構

成

で

き

る

ー

し

た

め

、

こ

れ

を

承

認

し

て

新

し

い

議

長

、

-

J

副
議
長
の
選
任
が
行
わ
れ
た
結
果
、
両

氏
が
選
ば
れ
た
も
の
。
選
任
は
指
名
推

せ
ん
で
行
わ
れ
、
両
氏
と
も
万
場
一
致

の
同
意
を
得
て
決
ま
り
ま
し
た
。

堤
議
長
は
議
員
当
選
三
回
、
山
本
副

議
長
は
二
回
。
い
ず
れ
も
昭
和
二
け
た

代
生
ま
れ
の
若
々
し
い
新
議
長
、
新

副
議
長
の
誕
生
で
、
議
会
運
営
の
さ
い

配
ぶ
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
議
長
と
副
議
長
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
同
日
、
各
委
員
会
な
ど
の

構
成
替
え
も
行
わ
れ
、
左
表
の
通
り
と

な
り
ま
し
た
。
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長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
は
、
昨
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
五

日
闘
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
も
の
は
、
前
年
度
会
計
の
決
算
、
今
年
度
会

計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
町
か
ら
提
出
し
た
十
八
件
の
議
案
と
、

陳
情
文
醤
な
ど
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
七
件
の
報
告
案
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
あ
る
い
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
議
会
で
新
し
い
議
長
に
堤
正
和
氏
、
副
議
長
に
山
本
葉
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
小
川
儀
三
郎
氏
が
行
い
ま
し
た
。

可
決
、
受
理
採
択
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
う
ち
、
お
も
な
も
の
の
内
容
は
次
の
通
り
。

長浜町議会

第4固定例会

災害復旧費は

i33か所分
進める堤議長

蒸和
こ氏氏長
れ台市浜
は-:-h守町
ル一議

ヲ L>、
」櫛長五
のの
生近議~~新
会が、し
の選副い
最ば議議
終れ長長
日まにに
二し山堤
十た本正

就イ壬あいさつをする
山本副議長

百
四
十
七
万
三
千
円
。
役
場
の
一
部
の

屋
根
が
わ
ら
、
町
長
室
お
よ
び
水
防
倉

庫
な
ど
の
窓
ガ
ラ
ス
1

の
取
り
替
え
工

事
費
。
停
電
に
よ
る
町
の
事
務
の
支
障

を
な
く
す
た
め
の
発
電
機
購
入
費
に
五

十
一
万
三
千
円
。
有
線
放
送
電
話
用
電

人
件
費
や
発
電
設
備

改

良

費

な

ど

補

正

特
別
、
事
業
会
計

今
年
度
各
特
別
会
計
、
各
事
業
会
計

に
も
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
町
職
員

の
給
与
改
定
に
と
も
な
う
人
件
費
を
中

心
と
し
た
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
人
件
費
以
外
の
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

水
道
事
業
会
計
長
浜
浄
水
場
の
修

繕
費
に
四
十
万
円
。

工
業
用
水
道
事
業
会
計
井
戸
補
修

費
に
八
十
万
円
。
発
電
設
備
改
良
工
事
費
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
光
熱
水

費
の
不
足
見
込
み
金
に
五
十
二
万
円
。

住
宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

借
り
入
れ
希
望
者
減
少
に
と
も
な
い

貸
付
金
を
一
千
三
百
七
十
万
円
減
額
。

柱
購
入
費
に
五
十
万
円
。
無
投
票
と

な
っ
た
た
め
県
議
会
議
員
選
挙
費
二

事
引
百
八
十
五
万
四
千
円
を
減
額
。

江

酌

民

生

費

特

別

養

護

老

人

ホ

l
ム

鹿
間
第
二
権
現
荘
へ
の
負
担
金
(
県
町
村

戸
片
1
1
1
4よ

制
月
会
で
決
定
)
に
二
十
九
万
五
千
円
。

集
け
町
同
対
支
部
へ
の
補
助
金
に
七
十
七

一
川
万
円
。

た

衛

生

縄

大

洲

中

央

病

院

の

整

備

わ
費
一
億
円
に
対
す
る
関
係
市
町
村
の

始
病
院
群
設
備
費
補
助
と
し
て
百
十
万

六
千
円
。
高
額
療
養
費
貸
付
金
の
不

足
分
五
十
万
円
。
公
衆
浴
場
設
備
改

善
事
業
の
補
助
に
四
十
万
円
。
出
海
診

療
所
の
医
薬
材
料
費
に
三
百
万
円
。

農
林
水
産
業
費
白
滝
、
大
和
地
区

の
桑
園
造
成
改
良
促
進
事
業
費
補
助
に

八
十
万
八
千
円
。
農
業
生
産
組
織
育
成

対
策
費
補
助
に
四
十
五
万
円
。
水
田
裏

飼
料
作
物
生
産
振
興
奨
励
補
助
に
七
十

四
万
九
千
円
。
台
風
日
号
と
初
号
で
被

害
が
あ
っ
た
農
地
や
農
業
用
施
設
の
補

修
お
よ
び
崩
士
取
り
除
き
工
事
や
小
災

害
復
旧
工
事
費
。
水
田
利
用
再
編
推
進

特
別
交
付
金
に
百
四
万
七
千
円
。
今
年

度
国
土
調
査
範
囲
減
量
(
計
画
で
は
五

-
一
一
三
平
方
引
だ
っ
た
も
の
を
三
・
七
八

平
方
れ
に
)
に
と
も
な
い
委
託
料
の
う

ち
三
百
六
十
二
万
二
千
円
を
減
額
。
出

海

1
白
石
農
道
改
良
、
小
谷
水
路
(
柴
)

改
良
、
桜
農
道
(
豊
茂
)
改
良
、
黒
田

1
白
石
農
道
改
良
、
出
海

1
尾
坂
農
道

舗
装
|
の
各
工
事
費
。
第
二
次
林
業
構

造
改
善
事
業
推
進
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
委
託
料
五
十
万
円
。
長
浜
沖
の

魚
礁
清
掃
わ
よ
び
効
果
調
査
事
業
費
や

櫛
生
地
区
の
鮮
魚
用
揚
水
施
設
改
良
事

業
費
な
ど
に
合
わ
せ
て
百
四
十
五
万
円
。

土
木
賢
台
風
日
号
と
却
号
に
よ
り

通
行
不
能
と
な
っ
た
道
路
の
崩
土
取
り
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常 総 務
。菊地満男0東 正行山本 薫津田龍雄
矢野一男堤 正和

任
。西宮正幸0神山栄治郎大本春明和田永吉

委 文教厚生
員

一宮泰忠小川儀三郎 (欠員l人)

1耳〉、 産業建設
。城戸岡政雄0久井貞治郎塚木弘基中川喜代志
二宮英二桜田和夫大成淳

議 員 A 五 O桜田和夫山本 薫菊地満男西宮正幸
城戸間政雄

議会運営委員
。桜田和夫山本 薫菊地満男西宮正幸
城戸岡政雄

住宅入居者 城戸両政雄二宮英二大成 淳神山栄治郎
選考委員 久井貞治郎桜田和夫小川儀三郎

大洲・喜多衛生
組合議員

堤 正和桜田和夫

都市計画 桜田和夫城戸岡政雄西宮正幸二宮英二
審議委員

地域開発事業。一井宮地貞満泰治忠0和田永吉桜田和夫 津田龍雄

特別委員 久 郎二宮英二神山栄治郎中川喜代志
菊 男城戸岡政雄

大浜組洲合町市外、 喜多郡長 4か町 堤 正和
村 議員

議会構成表

。委員長・会長 0副委員長

町浜長

除
き
と
小
災
害
復
旧
工
事
費
。
町
道
大

蔭
宮
ノ
下
線
(
下
須
戒
)
の
一
部
拡
張
改

良
、
新
し
く
建
て
ら
れ
る
小
浦
集
会
所
へ

の
進
入
町
道
の
改
良
、
町
道
惣
瀬
線
の
新

設
l
の
工
事
費
。
県
道
沖
浦

1
大
洲
線

ほ
か
七
線
の
県
単
工
事
へ
の
負
担
金
に

一
壬
二
百
三
十
四
万
一
千
円
。
改
修
、
高

潮

、

県

単

事

業

分

な

ど

県

営

工

事

へ

の

負

る

町

税

の

徴

収

等

の

担

金

に

一

千

五

百

九

万

一

千

円

。

沖

浦

わ

特

例

に

関

す

る

条

例

地

区

下

水

道

改

良

工

事

計

画

変

更

に

と

ホ

主

が

改

正

さ

れ

、

町

税

も

な

う

不

足

分

工

事

費

。

山

際

(

長

浜

)

法

を

徴

収

す

る

方

法

が

と

出

海

の

町

営

住

宅

修

繕

料

不

足

分

六

方

五

十

五

年

度

か

ら

一

支

十
万
円
。
小
浦
団
地
側
溝
改
良
工
事
費
O

E

叫

/

部

改

め

ら

れ

る

こ

と

消

防

費

櫛

生

の

原

保

地

区

へ

の

二

唱

~

に

な

り

ま

し

た

。

O
立

方

日

級

防

火

水

そ

う

一

基

の

設

置

時

〓

そ

れ

に

よ

る

と

、

税

工

事

費

。

経

〈

の

年

額

を

十

回

(

十

、T
一，，-

教
育
費
喜
多
灘
小
学
校
用
地
購
入

1¥

か
月
)
に
均
分
す
る

度
ら

費

百

三

十

六

万

九

千

円

。

ふ

る

さ

と

小

年

場

合

に

生

じ

る

端

数

道

案

内

板

設

置

工

事

費

。

日

か

金

額

の

処

置

に

つ

い

六
日
に
は
是
が
非
で
も
予
算
が
認
め
ら
十
五
年
か
ら
認
め
ら
れ
て
組
み
入
れ
ら

れ
る
よ
う
な
強
力
な
港
湾
に
関
す
る
陳
れ
、
積
極
的
な
仕
事
が
進
め
ら
れ
る
よ

情
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
う
努
力
し
た
い
。

に
期
待
を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

西
田
代
議
士
に
も
強
く
お
願
い
し
て
い

る
し
、
代
議
士
自
身
か
ら
も
全
力
を
あ

げ
て
や
ろ
う
と
い
う
話
も
頂
い
で
い
る
。

仮
に
第
六
次
計
画
が
一
年
延
び
た
り
、

あ
る
い
は
昭
和
五
十
五
年
で
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
仕
事
が
継
続
で
き

な
く
な
る
の
で
、
県
独
自
で
継
続
で
き

る
方
途
を
考
慮
し
て
頂
く
よ
う
ム
お
願

い
し
て
お
り
、
そ
の
見
通
し
は
立
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
五
十
六
年
か
ら
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
改
め
て
第

六
次
計
画
で
検
討
を
進
め
、
建
設
に
取

り
か
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

と
も
か
く
、
現
段
階
で
は
流
動
的
で

あ
り
、
今
し
ば
ら
く
時
聞
が
た
た
な
い

と
わ
か
ら
な
い
が
、
第
六
次
計
画
が
五

小
川
儀
三
郎
議
員
が
三
件
。
う
ち
、
お
も
な

も
の
の
内
容
は
、
次
の
通
り
。

厳
し
い
が
第
六
次
側
一
時
一
陣
組
み
入
れ
に
尽
力

議

新
長
浜
港
湾
建
設
の
見
通
し

小
川
議
員
:
・
厳
し
い
経
済
情
勢
か
ら
、

大
蔵
省
で
は
新
し
い
計
画
や
大
型
の
公

共
事
業
に
は
全
く
着
手
す
る
こ
と
を
考

慮
し
て
い
な
い
と
い
う
現
状
の
中
で
、

長
浜
町
の
新
港
湾
建
設
計
画
は
実
現
で

き
る
の
か
ど
う
か
。

二
宮
町
長
:
・
こ
の
こ
と
は
ご
指
摘
の

通
り
、
長
浜
町
の
命
運
を
決
す
る
事
業

で
あ
り
町
の
将
来
を
方
向
づ
け
る
も
の

で
あ
る
の
で
、
私
も
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
。
県
、
代
議
士
、
国
会
、

関
係
省
庁
へ
の
陳
情
を
く
り
返
し
、
第

六
次
港
湾
整
備
計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ

る
よ
う
運
動
や
手
続
き
を
進
め
て
き
た
。

県
に
は
大
体
理
解
を
項
き
、
企
画
立
案

に
も
協
力
項
い
て
大
方
の
方
針
は
ま
と

ま
り
、
現
在
国
に
上
げ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
五
十
五
年
度
に
第
六
次
計

画
が
認
め
ら
れ
る
と
長
浜
港
湾
も
組
み

入
れ
ら
れ
る
は
ず
だ
が
、
今
ご
指
摘
の

通
り
た
い
へ
ん
厳
し
い
情
勢
だ
と
い
う

こ
と
で
国
の
段
階
で
は
、
ま
だ
確
定
を

見
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ま
ま

で
は
大
変
で
あ
る
の
で
五
十
四
年
十
二

月
二
十
二
、
二
十
三
日
に
は
漁
港
に
関

す
る
陳
情
を
行
い
、
同
月
二
十
五
、
二
十

災
害
復
旧
費
台
風
訪
日
可
と
加
号
で

災
害
を
受
け
た
も
の
の
う
ち
査
定
の
完

了
し
た
上
老
松

1
叶
松
線
ほ
か
十
五
か

所
の
公
共
土
木
施
設
、
常
水
農
道
ほ
か

十
三
か
所
の
農
業
用
施
設
、
農
地
三
か

所
i
の
災
害
復
旧
工
事
費
。

1事事円未舗はl輔自で

調
査
、
合
議
し
検
討

成
人
式
の
日
変
更
に
つ
い
て

小
川
議
員
:
・
成
人
式
の
日
取
り
は
、

都
会
へ
出
て
い
る
者
も
帰
省
す
る
わ
盆

に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。
次
の
年
度
か

ら
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

二
宮
教
育
長
・
:
成
人
の
日
の
祝
日
に

式
を
行
う
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
意
義
が

あ
る
と
思
う
が
今
後
、
調
査
な
ど
も
行

っ
て
で
き
る
限
り
多
く
の
人
が
参
加
で

き
る
よ
う
考
え
て
み
た
い
。

ま
た
、
現
在
の
日
程
は
、
公
民
館
運

営
審
議
会
な
ど
で
協
議
し
た
結
果
に
よ

る
も
の
で
あ
る
の
で
、
同
審
議
会
や
町

浬
事
者
と
も
合
議
し
て
検
討
し
た
い
。

て
現
在
は
、
十
円
未
満
を
第
一
回
目
(
六

月
)
の
徴
収
額
に
加
え
で
徴
収
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
五
十
五

年
度
分
か
ら
は
、
百
円
未
満
を
第
一
回

目
の
徴
収
額
に
加
え
て
徴
収
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
二
回
目
(
七
月
)
分
か

ら
の
徴
収
税
額
に
は
十
円
単
位
の
金
額

は
姿
を
消
し
、
百
円
単
位
以
上
の
金
額

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
税
金
を
徴
収
す
る
う
え
で

区
長
さ
ん
に
と
っ
て
も
町
に
と
っ
て
も

小
さ
い
端
数
金
銭
を
取
り
扱
う
わ
ず
ら

わ
し
さ
を
な
く
す
意
味
で
改
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

百木
分材
ヲl

|の取
間二税

証に 2
度引請
かき読
ら h 率

I ~f 

町
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
木

材
引
取
税
の
超
過
税
率
が
、
五
十
五
年

度
か
ら

0
・
一
%
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
同
税
率
は
、
こ
れ
ま

で
百
分
の
三
で
し
た
が
、
こ
れ
が
百
分
の

二
に
改
め
ら
れ
、
標
準
税
率
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
近
年
、
木
材
価
格
が
低
調
で

あ
る
こ
と
や
松
く
い
虫
被
害
が
考
慮
さ

れ
軽
減
処
置
が
と
ら
れ
た
も
の
。

町
職
員
の
給
与

三
・
六
%
ア
ッ
プ

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
基
づ
い
て
、
長
浜
町
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
も
改
正
、

五
十
四
年
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
給
与

を
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勧
告
は
、
官
民
格
差
三
・
七
%
(
平

均
七
千
三
百
七
十
三
一
円
)
を
是
正
す
る
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も
の
。当
町
の
引
き
上
げ
率
は
、
三
・
六
Mm

(
平
均
五
千
六
百
七
十
円
)
。

議

練
錆
三
件
、
講
師
麟

一
一
件
を
受
理
採
択

う
ち
一
部
は
継
続
審
議

会
会
長
二
神
元
ほ
か
二
代
表
者
。
継
続

審
議
。マ
老
人
施
術
(
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
)
補
助
金
支
給
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
。
長
浜
町
区
長
会
長
明

関
定
市
ほ
か
五
代
表
者
。
意
見
書
を
付

し
て
町
理
事
者
へ
送
付
。

マ
農
業
改
良
普
及
事
業
に
つ
い
て
。

大
洲
地
区
農
業
改
良
普
及
事
業
推
進
協

議
会
会
長
上
川
好
邦
。
た
だ
ち
に
町
理

事
者
に
送
付
し
、
主
旨
に
そ
う
よ
う
善

処
方
を
求
め
る
。

{
請
願
文
書
一

ソ
連
強
制
抑
留
者
補
償
に
つ
い
て
。

全
国
抑
留
者
補
償
協
議
会
愛
媛
県
連
合

会
大
洲
喜
多
支
部
長
松
井
勝
ほ
か
一
代

表
者
。
次
期
常
任
委
員
会
で
継
続
審
議

す
る
よ
う
委
員
長
ヘ
送
付
。

日
年
産
会
計
決
算
を
寵
定

ノ
t
i
t
i
l
-
-
1
1
1
1
1
1
L

こ
の
議
会
に
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た

陳
情
文
書
三
件
、
請
願
文
書
一
件
は
、

い
ず
れ
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、

う
ち
陳
情
文
書
一
件
と
請
願
文
書
は
、

継
続
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

件
名
、
陳
情
あ
る
い
は
請
願
者
名
、

採
択
条
件
は
次
の
通
り
。

{
陳
情
文
書
}

マ
四
国
四
県
に
お
け
る
建
設
業
の
振

興
に
つ
い
て
。
四
国
建
設
業
協
会
連
合

会
会
長
-
社
団
法
人
愛
媛
県
建
設
業
協

泊主

4Jψ
ド

4
P乱
F
乱

Jψ
ド

4
r壬
4
P乱
ド
治
決

P
4
5事
4rJ4

おしらせ

日
歳
ま
で
の
方

2
口
ま
で

加入しませんか

愛
媛
県
心

身
障
害
者
扶

養
共
済
制
度

と
い
P
7
の
を

ご
存
知
で
す

か
。
加
入
な

さ
い
ま
せ
ん

・刀。
こ
の
制
度

も
昨
年
十
二

月
か
ら
一
部

内
容
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
お

も
な
点
は
①

加
入
で
き
る

掛
金
千
円

i
六
千
八
百
円

終
生
丹
々
↑
口
抗
二
万
円

資
格
者
の
範
囲
が
広
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
は
四
十
五
歳
ま
で
の
方
し
か
加
入
で

き
な
か
っ
た
も
の
が
、
六
十
五
歳
ま
で

の
方
ま
で
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た

②
加
入
で
き
る
口
数
が
ふ
や
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
一
人
一
口
だ
っ
た
も
の
が
、
一

人
二
口
ま
で
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
ー
な
ど
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
機
会
に
、
こ
の
制
度
に

つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
て
お

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
加
入
ご
希
望
の

方
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ
お
申
し

業
事
業
体
(
協
業
経
営
体
、
会
社

な
ど
)
や
林
業
事
業
体
(
会
社
、
川

今

年

は

、

世

界

農

社

寺

、

各

種

団

体

な

ど

)

、

農

業

集

川

林

業

セ

ン

サ

ス

の

年

。

落

な

ど

で

、

長

浜

町

内

で

は

約

千

川

二

月

一

日

現

在

で

全

五

百

が

対

象

と

な

り

ま

す

o

川

固

い

っ

せ

い

に

調

査

農

林

業

に

関

す

る

多

く

の

諸

問

川

が

行

わ

れ

ま

す

。

題

を

か

か

え

て

い

る

今

日

、

こ

の

こ

の

調

査

は

、

農

騒

々

セ

ン

サ

ス

は

、

今

後

の

川

林

業

の

資

源

量

や

構

鶴

捌

ト

農

林

行

政

の

う

え

に

大

山

造

の

実

態

、

動

向

を

轄

の

ス

き

く

役

立

つ

も

の

と

し

は

握

し

て

、

今

後

の

欝

抑

制

て

重

要

で

す

。

調

査

員

一

農

林

業

施

策

、

町

づ

韓

、

/

れ

が

伺

い

ま

し

た

節

は

、

川

く

り

な

ど

の

基

礎

資

麟

駅

付

よ

ろ

し

く

ご

協

力

く

だ

い

料

と

す

る

と

と

も

に

、

麟

林

っ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

線

機

農

て

川

国

際

的

に

比

較

が

で

離

界

つ

し

ま

す

。

川

き

る

統

計

資

料

と

し

盤

世

願

--zz-孟
-rla--=-三白書・
-ZE--
主

-z-‘ュ
Z-2・
LZEE-Lzrlzi--tz-t-SE--
£
Z2L-Z2LE---と
ZE--Ez--mf
主

--z---52-主
--zzs-ZE--5-1-fzsz-zZE--15-z一二一-一
-zzZE--
弘一

昭
和
五
十
三
年
度
の
一
般
、
特
別
の
こ
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
紙
終
生
(
障
害
者
が
亡
く
な
る
ま
で
)
、
月

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
五
十
四
年
十
月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
々
年
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

ま

し

た

。

た

め

省

略

。

{

加

入

で

き

る

方

]

次
の
す
べ
て
の
条
件
が
当
て
は
ま
る

方
で
す
。

O
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

O
愛
媛
県
内
に
住
所
が
あ
る
方

O
六
十
五
歳
ま
で
の
方

O
特
別
な
病
気
や
障
害
の
な
い
方

{
対
象
と
な
る
心
身
障
害
者
の
範
囲
}

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方
で

す。
①
精
神
薄
弱
者

②
身
体
障
害
者
で
一
級

1
三
級
ま
で

の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
持
っ
て
い

る
方

③
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な
障

害
の
あ
る
方
で
そ
れ
が
①
あ
る
い

は
②
と
同
じ
程
度
の
障
害
と
認
め

ら
れ
る
方

{
加
入
口
数
}

最
高
二
口
ま
で

{
掛
け
金
}

町内では1~500事蓄を対象に

Z耳1日現主七 id三者以糊嶋中
世黒人2格言宗Sib

ご
協
力
お
願
い

込
み
く
だ
さ
い
。

一
心
身
障
審
者
扶
養
共
済
制
度
と
は
}

心
身
障
害
者
の
保
護
者
が
亡
く
な
っ

1口自の掛金

年齢区分 掛金月額

掛金納付時の年齢が

35歳未満の人 1，000円
45歳未満

35歳以上45歳未満の人 1，300円

45歳以上の人 1，500円

45歳以上 50歳未満 3，200円

50歳以上 55歳未満 4，100円

55歳以上 60歳未満 5，300円

60歳以上 65歳未満 6，800円

で
、
国
際
協
力
の
拡
充
に
役
立
て

る
た
め
、
農
林
水
産
省
が
十
年
ご

と
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
農
林
業
に

関
す
る
最
も
基
本
的
な
総
合
統
計
調
査

で
す
。調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
農
業
や

林
業
を
営
ん
で
い
る
世
帯
の
ほ
か
、
農

JwzbkA引
官
い

d
u
k
J羽
色
ト
d
弘
k

た
り
、
廃
疾
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
、

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
残
さ

れ
た
障
害
者
に
経
済
面
の
保
障
と
し
て

2回目の掛金

年齢区分 掛金月額

35 歳 未 満 1，400円

35歳以上 40歳未満 1，900円

40歳以上 45歳未満 2，600円

45歳以上 50歳未満 3，200円

50歳以上 55歳未満 4，100円

55歳以上 60歳未満 5，300向

60歳以上 65歳未満 6，800円
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毎
月
年
齢
に
~
応
じ
た
冊
余
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
で
い
ま
す
が
、
県
と
町
も

補
助
を
行
い
ま
す
の
で
、
刷
入
者
が
実

際
に
納
め
る
金
額
は
、
右
下
の
表
の
三

分
の
一
ま
た
は
六
分
の
今
で
す
F

一
掛
い
り
金
を
納
め
る
方
法
}

町
(
町
長
)
が
発
行
す
る
納
入
通
知

書
で
役
場
本
庁
の
福
祉
係
か
、
も
よ
り

の
役
場
連
絡
所
へ
払
い
込
λ
で
く
だ
さ

そ
の
児
童
名
は
次
の
通
り
で
す
が
、

〔

年

金

額

一

も

し

、

も

れ

で

い

る

児

童

が

あ

り

ま

し

一

日

に

つ

き

月

類

二

万

円

が

支

給

さ

た

ら

、

町

教

育

委

員

会

ヘ

ゴ

連

結

く

だ

れ

ま

す

。

さ

い

。

{

そ

の

ほ

か

(

弔

慰

九

七

}

一

一

一

男

子

]

⑧

心

身

障

室

暑

が

亡

く

な

っ

た

と

き

、

一

長

浜

校

医

一

青

苦

言

、

ま

た

、

加

入

者

と

心

身

降

雪

者

が

同

時

一

白

人

(

男

抑

女

お

)

:

一

剥

日

大

平

、

に

亡

く

な

っ

た

と

き

に

は

一

川

慰

金

」

阿

部

幸

一

G
石
田
量
品
川
、
七
団
員
裕
、

V
私
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ι

V

3

J

f

t

ミ

}

・11
J
-生
け
い
》
十
一

:υ

炭
素
、
タ
ル
、
ニ
コ
チ
ン
な
ど
危
険
度
は
五
年
で
約
半
分
に
な
り
、
伽

岡
h

F

'

一
1

4

2

冷必一一頃仲!?/弘、;続一目

部
M
F
/」
J
いワ
J
M
Y

↑
務
時
¥
了
一
の
一
一
昨
物
が
あ
り
、
タ
l
ル

の

中

に

十

Z
っ
と
非
喫
煙
者
と
同
じ
に
~

叫

4
4
h
p三
百

五

一

コ

は

四

十

種

類

以

上

の

ガ

ン

原

物

質

な

り

ま

す

。

叩

一
「
臥
叫
明

L
J
P
!
J樽
較

議

笠

が

含

ま

れ

で

は

ま

す

。

さ

ら

に

、

喫

煙

は

心

臓

病

の

危

…

i

-

山

町

明

一

タ

バ

コ

が

健

国

立

ガ

ン

セ

ン

タ

ー

疫

学

部

長

の

平

険

度

を

非

常

に

高

く

し

、

消

化

保

ル

川

E
F長
il--L

康
に
と
っ
て
、
山
先
生
に
よ
る
と
、
タ
バ
コ
が
原
凶
と
や
泌
尿
器
の
ガ
ン
の
危
険
も
憎
し
川

~
い
か
に
有
害
で
あ
る
か
と
い
う
こ
な
っ
て
い
る
ガ
ン
の
割
合
は
コ
二
切
で
ま
す
。
そ
し
て
妊
娠
中
に
喫
煙
す
一

一
と
は
、
初
出
や
テ
レ
ビ
で
も
ご
覧
あ
り
、
特
に
喉
一
如
、
三
う
)
ガ
ン
の
る
と
死
産
が
ふ
え
、
生
ま
れ
て
く
い

川

に

な

っ

た

こ

と

が

あ

る

と

忠

る

場

合

も

子

と

ιの
発
育
降

J

ん

~
い
ま
す
。
も
し
、
タ
バ
コ
が

H
J
/
¥
可
J

、
り
ぎ
〓

E
融

羽

室

長

お

き

ま

す

。

市

ヤ

」
ノ
、

J
v
f
引

ν
E
W
J
記
事
ず
ん

pv
ゆ
哲

f

江

仲

川

A
f
発
見
さ
れ
、
作
ら
れ
た
色
、
，
、

A
V

、
4

1

R
「

こ

れ

ら

は

直

接

に

喫

煙

し

康

州健
~

川

の

で

あ

っ

た

ら

、

そ

の

使

用

主

体

の

引

%

、

こ

う

頭

の

場

合

的

%

た

場

合

だ

け

で

な

く

、

そ

は

が

川

小

に

つ

い

て

は

、

相

当

厳

し

い

に

喫

煙

者

が

い

て

間

接

的

に

川

一

~

叩
規
慨
を
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
九
九
%
は
喫
煙
が
原
閃
だ
と
一
言
わ
れ
ま
喫
悔
し
た
場
合
も
、
程
度
の
差
は
イ
州

門

て

い

ま

す

の

そ

こ

で

今

月

は

、

タ

す

。

あ

っ

て

も

同

様

の

影

響

を

う

け

ま

灯

肋

…

パ

コ

の

害

に

つ

い

て

取

り

あ

げ

て

ま

た

、

肺

ガ

ン

や

慢

性

気

管

支

炎

な

す

。

川

山

川
み
た
い
と
思
い
ま
す
じ
ど
呼
吸
器
の
般
性
疾
忠
の
最
大
の
原
因
愛
煙
家
ほ
自
分
れ
れ
町
と
家
族
や
川
叫

~
タ
バ
コ
の
害
主
言
え
ば
、
ま
ず
と
な
り
、
肺
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
率
ば
、
周
阿
の
人
々
の
健
康
に
責
任
を
も
同
~

j

e

 

酬
は
ガ
ン
と
の
関
係
が
第
一
に
あ
げ
た
と
え
一
日
に
五
本
し
か
吸
わ
な
い
人
つ
た
め
に
、
す
ぐ
に
も
禁
煙
を
心
る
叫

h

r

J

へ

~

蜘

ら

れ

ま

す

。

で

も

、

非

喫

煙

者

の

二

倍

以

上

に

ぎ

つ

が

け

ま

し

ょ

う

υ

'

ぷ

~
グ
ハ
一
」
の
煙
の
中
に
は
一
酸
化
て
い
ま
す
c

そ

れ

が

禁

煙

す

る

と

そ

の

(

町

保

健

婦

・

豊

岡

)

~
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と
し
て

一
口
に
つ
手
一
時
金
二
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
春
小
学

校
新
入
学
齢
に
達
す
る
町
内
の
児
童

の
調
査
在
、
昨
年
十
二
月
一

U
現
在
で

行
い
ま
し
た
。

↓
」
の
春
新
入
学
齢
に
達
す
る
児
童
は
、

昭
和
四
卜
八
年
同
月
二

U
か
ら
四
十
九

年
間
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
恥
た
児

童
で
「
心

間
六
の
結
果
、
町
内
に
住
所
が
あ
る

新
入
学
校
当
児
主
は
、
芳
子
百
五
人
、

女
千
七
十
三
人
の
合
計
百
七
十
八
人
で

し
た
c

も

れ

で

い

た

ら

教
育
委
員
会
へ

石
田
勝
也

ω上
同
秀
和
、
浦
上
正
志
②

戎
令
⑥
犬
(
合
間
絵
、
同
智
也
⑤
門
用
純

也
、
門
田
勝
、
亀
岡
周
一
⑧
菊
地
九
J
土
居

①
九
鬼
克
紀
①
清
水
卓
、
溢
川
高
広
、

島
田
裕
上
、
域
元
努
⑦
杉
一
応
F
L
@
田
中

七
、
ト
壱
、
田
淵
一
彦
、
田
淵
祐
二
、
高
橋

白
人
日
次
家
直
人
、
次
家
洋
明
、
鶴
崎

r

阪
彦
ヘ
心
友
回
哲
也
⑥
中
居
真
人
、
中
西

勇
実
、
小
原
丈
司
@
新
岡
知
口
広
一
叫
漬
田

正
紀
、
演
田
守
、
林
秀
和
③
藤
岡
耕
一

⑧
増
田
勇
紀
、
松
石
勝
則
、
松
本
克
也
、

松
本
康
宏
③
二
↓
浦
勝
義
、
一
二
宅
潤
、
古

部
晃
彦
均
一
日
上
和
弘
⑨
矢
野
正
樹
、
山

下
憲
太
郎
士
叫
円
子
}
⑧
秋
山
陽
子
。
飯

野
順
忠
、
石
田
京
子
、
井
上
留
美
、
今

井
美
穂
⑦
上
山
比
呂
子
、
上
出
美
佐
⑨

大
田
紫
人
口
豆
、
岡
田
美
絵
、
岡
本
雅
代

@
門
川
真
弓
、
一
川
上
知
佐
、
川
崎
理
烹

①
久
保
洋
子
、
熊
野
知
枝
、
熊
野
芳
校

。
小
山
美
樹
③
坂
本
麻
美
⑤
田
中
志
穂
、

武
田
潤
、
谷
浦
恵
美
⑤
冨
永
恭
子
⑤
中

川
清
美
、
中
川
靖
子
、
中
川
好
江
、
成

松
理
紗
⑪
岡
田
貴
子
@
吹
春
恵
子
一
吾
高

代
忠
美
@
水
沼
恵
美
@
矢
野
芳
、
山
尾

美
智
子
、
山
田
桂
、
山
日
光
、
山
下
ル

、
、
¥
一
叫
渡
辺
裕
美

{
男
子
一

G

喜

多

灘

校

区

池

下

英

樹

⑧

日
人
(
男
8
女
3
)
北
山
秀
和
、

桐
同
淳
也
倍
津
田
一
広
⑧
中
伊
裕
憲
一
伽
一
豆

尾
博
⑪
東
達
也
⑧
水
沼
正
徳
{
女
子
T
U

池
田
ひ
と
み
ゆ
服
部
香
織
⑨
矢
間
智
富
山

jill-
一
一
男
子
}
③

一
…
櫛
年
限
一
民
一
城
戸
通
⑧
酒

一
引
人
(
男
川
女
叩
)
i
;
一
汗
敏
清
む
下

坂
正
司
、
ド
坂
太
一
必
問
中
秀
明
。
丙

田
有
輝
⑪
林
大
柏

@k(タ
ク
依
比
三
よ
桝
問

隆
司
@
水
口
一
健
二
郎
川
村
し
し
試
h
v

ト
【
女

子
一
一
川
一
井
原
亜
由
子
@
大
成
由
香
里
@

梶
尾
恵
ヨ

f叫
深
井
知
美
む
柴
田
真
奈

義
、
下
坂
深
幸

e谷
本
真
由
美
③
中
野

美
香
⑥
釘
元
み
ど
り
⑫
浴
田
ま
ち
子

{
男
子
}
③

一

出

海

校

区

一

中

村

必

心

西

一
6
人
(
男
4
女
2
)

川
恵
大
⑤
松

村
和
洋
⑨
矢
野
寿
{
女
子
}
@
河
井
愛

⑥
松
本
か
お

η

{
男
子
}
⑦

一

大

和

校

区

畦

利

則

@

大

i
E
人
(
男
日
山
女
9
)

所
英
明
(
宮
菊

地
信
次
@
河
内
義
勝
①
下
回
知
円
、
下
回

註
也
⑤
竹
同
親
利
、
谷
口
裕
佳
⑤
-
中
川

伸一
J

中
間
よ
口
行
、
成
橋
健
也

O
西
日

賢

+Jm野
村
伸
次
③
山
木
隆
行
、
山
下

八
ム
志
⑧
宮
田
県
{
女
子
}
⑤
荒
木
美
千

江
Q
一
宮
美
穂
⑦
L
L
旧
知
子
、
上
田
浩

子
⑤
岡
本
千
幸
①
後
藤
美
紀
①
下
村
香

織
⑤
谷
浦
綾
子
山
藤
凹
美
幸
{
男
子
}
@

一

塁

茂

校

区

一

石

本

卓

志

⑥

一
;
日
人
(
男
8
女
5
)

一
大
成
護
@
川

井
克
志
⑧
城
戸
一
①
久
保
土
司
⑤
谷
本

稔
⑧
松
田
章
一
、
政
所
徹
芳
一
女
子
}

⑥
大
野
由
美
子
⑧
菊
地
香
の
小
丙
千
絵

(
⑤
佐
々
木
直
子
£
増
刊
恭
子
{
男
子
]
@

白

滝

校

区

一

大

田

国

裕

、

t

同
人
(
男
7
女
8
)
:
一
大
貯
正
行
、

奥
野
靖
弘
@
谷
本
朝
治
、
玉
井
智
裕
@

日
野
一
(
凶
藤
測
誠
二
{
女
乎
}
匂
上
満

昌
美
@
大
成
菊
恵
@
鎌
田
は
る
み

-U一児

玉
尚
子
一
』
清
ぶ
化
伎
、
白
井
実
千
代
。

新
山
真
由
美
⑪
山
口
祐
子

{
男
子
}
日

石
堂
直
配

{
男
子
】
⑥

柴

校

区

一

刷

田

英

夫

⑤

3
人
(
男
2
女
1
)
1
1
一
中
嶋
光
秀

{
女
子
一
⑤
鎌
田
由
貴
子
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110番はと緊急事だけと

絶対やめよう一二酸頭演朽
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「
一
一

O
番
」
通
報
件

数
は
、
年
々
増
加

L
て

お
り
、
昨
年
の
県
下
の

利
用
状
況
は
一
日
平
均

八
十
一
件
の
割
合
で
ダ

イ
ヤ
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ

う
に
利
用
が
ふ
え
る
に

つ
れ
、
緊
急
で
な
い
も

の
、
い
た
ず
ら
や
誤
り

電
話
な
ど
も
多
く
な
り
、

警
察
で
は
そ
の
応
対
に

困
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
通
報

が
遅
れ
た
り
、
犯
人
を

と
り
逃
が
し
た
り
、
助

v

か
る
は
ず
の
生

ぷ
ふ
ド
¥
ム
叩
が
失
わ
れ
る

撚
黙
と
い
っ
た
こ
と

ト

1
9

が
起
き
る
と
大

J

ん
が
変
で
す
。
一
一

O
番
は
事
件
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合

の
緊
急
通
報
の
電
話
番
号
で
す
。
こ
れ

以
外
の
こ
と
で
は
利
用
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

V

一一

O
番
通
報
要
領
血

一一

O
番
へ
通
報
す
る
場
合
は
、
次

の
点
を
は
っ
き
り
伝
え
で
く
だ
さ
い
。

@
何
が
(
盗
難
、
交

通
事
故
、
け
ん
か
)

⑥
い
つ
(
今
、
何
分
前
)

@
ど
こ
で
(
目
標
物

も
言
い
添
え
て
)

@
ど
ん
な
状
況
か

@
犯
人
の
人
相
、
特

徴
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
、

型
、
色
、
逃
げ
た
方
向

⑥
通
報
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号

士
口
氏
日
桝

6
4中
，
力
日
政

i
i
l分

、、J''
山

μ

』

J

届

¥
hノ
戸

場

ζ
ヲ
/
J
4

役

λ
/
J
シ
可
浜

ケ
バ
/

H

長

〆
『
、
五
年
川

豊上沖 J中
老
茂松浦浦

三菊福 j度
浦地本壁

直茂定正
重利虞志

二
女
長
男
長
女
一一女

珠啓睦
希恵剛美

編

集

後

日し
ニコロ

電話をかけ

なカずら、 土了じ

きをしている

人をよく見か

けます。電話

は顔が見えませんが、この

姿勢、この気持ちが声にあ

らわれて、人柄と誠意が、

そのまま先方に伝わるもの

です。笑顔で明るく応対し

ましょう。

構
官
品
鶴
田
作
品里

本
号
は
六
ペ
ー
ジ
で
お
届
け
し
ま
す
。

表
紙
「
夢
を
え
が
く
」
も
各
小
学
校

を
巡
っ
て
ご
協
力
項
き
、
あ
と
は
戒
川

小
学
校
の
児
童
を
残
す
だ
け
。

子
供
た
ち
の
夢
は
テ
レ
ビ
マ
ン
ガ
な

ど
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
か
な
り
超
越

し
た
も
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
は
、
あ
え
て
私
た
ち
の
町

で
も
実
現
性
が
あ
る
も
の
に
、
つ
ま
り

η

町
守
つ
く
り
υ

と
い
う
発
想
の
も
と
に
え

が
い
て
項
く
こ
と
で
わ
願
い
し
て
き
ま

し
た
。こ
の
企
画
、
思
い
の
ほ
か
好
評
で
、

で
き
れ
ば
今
後
も
続
け
ら
れ
し
続
け
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
大

人
の
皆
さ
ん
の
町
。
つ
く
り
の
夢
、
わ
が

町
の
未
来
同
が
紹
介
で
き
れ
ば
な
あ
と

切
に
思
案
中
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

厳
し
い
寒
さ
も
あ
と
一
か
月
余
り
で

し
ょ
う
。
春
に
向
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し

ト
A
F
h

つノ。

お
く
や
み

日
年
ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

柴

柿

見

利

高

(

六

七

)

沖

浦

浅

井

苫

平

(

八

O
)

櫛

生

来

野

ス

マ

ヨ

(

九

二

A
7

坊

北

山

金

一

郎

(

六

六

)

白

滝

清

水

ツ

子

(

八

四

)

豊

茂

山

本

始

(

八

O
)

長

浜

纂

島

岩

夫

(

八

一

立

)

櫛

生

山

路

ひ

さ

ゑ

(

七

七

)

黒

田

横

道

ク

マ

ヨ

(

六

五

)

下

須

戒

東

ユ

キ

ヱ

(

八

七

)

長

浜

林

田

辰

喜

(

七

一

二

)

電話で人柄が

¥

穂

積

/

中

甫

¥

櫛

生

/
瓦
十
崎

ヘ

長

浜

/
岡
崎
市

宇
都
宮
春
樹

鎌
田
美
津
恵

桑

野

公

志

山

口

詳

子

衣

笠

昭

年

野
々
山
美
紀
子

(
二
四
)

(

J

一一一)

(一一一一一

(
四
六
)

(

ε

一一一二)
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A
M
 

人
六一昨
卜
基
の
出
'

月
岡

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

谷
岡
山
町
…
基
(
一
一
一
六
)

大
森
紀
美
子
(
二
一
四
)

児

玉

正

善

(

a

一
八
)

村

上

瑞

恵

(

二

O
)

沖
野
光
信
(
一
二

O
)

栗
田
八
夕
美
(
一
二

O
)

山

本

靖

生

(

二

九

)

永

原

裕

子

(

二

三

)

西

岡

勝

弘

(

二

四

)

木
村
百
合
香
(
二

O
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

町
四
年
昭
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

白

滝

福

村

俊

弘

長

女

安

那

黒

田

武

出

広

見

三

一

女

友

美

沖

浦

清

水

裕

二

女

千

春

下

須

戒

鎌

田

悠

一

長

女

薫

出

海

豊

田

芳

弘

長

女

理

枝

子

沖

浦

明

智

律

夫

長

女

真

弓

今

坊

宮

田

重

伸

長

女

裕

子

住

所

ヘ

豊

茂

/
松
山
市

(
柏
山
時

¥

白

滝

/
内
子
町

¥

櫛

生

/
双
海
町

¥

櫛

生

/
松
山
市

自霊
…麗
縫習
鑑霊遇

l題
騒
音題。

富

1月 1日現在 前月との比較

13，094人 13人減
人口 (男 6.26川 ( 13人減)

女 6，834人 士普J威なし

世帯数 3，899世帯 6世帯減 | 

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある岡I

美しい人情と文化の岡Iをっくり、人口をふやしましょう

がはまE盟国広報な

暦を聞くといつも見なれた文

字に接するが、心ここにあらざ

ればというのか、その言葉の意

味を深く考えることもな LミA 如

月(きさらぎ)は陰暦 2月の異称

であるが、ぷ更着とも書き、生

更ぎの意で草木の更生すること

をいう。竹取物語に「きさらぎ

十日頃に・」とあるのもf実しい。
2月には 3日の初午、 4日の節

分、 5日の立春、 16日の旧正月、

19日の雨水などが日につく。立

春と雨水は陰暦ても 1年を24気に

わけでいて、その第 の気と第

二の気である。今年は閏年(う

るうー)で2月は29日あるので

節分も 5口ても冬から春へ移り変

わる。このHの夕方は、柊(ひ

いらぎ)の技にイワシの頭をさ

し戸口に置き、妙(ぃ)った大豆

を(鬼打豆)まいて厄(ゃく)を

払う習わしがある.&;，.1980年代は

激動の10年になるだろうと言わ

れている。経済も社会福祉や教

育も原点にかえって、激変する

社会の現象に引き回きれないで、

明るい展望に立って苦しさに堪

え、ささやかな幸福をついばみ

ながら、 80年代を生き抜く力を

もっ子供を育てたいものである

&豊かな人づくりも伝承された

古い行事を通して親子の触れ合

い、地域の結びつきを深めるこ

とにあると思う。節分の厄払い

を期して、む互いの心の中にあ

る不平不満や汚れを打ち払い、

国際的視野に立って、明るい家

庭、住みよい町づくりに励み、

希望に満ちた春を迎えよう。

竃墨田富盟国富圏直臨

輔?


